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33 本博覧会に来場する歩行者等の影響を考慮した交通混雑について 

 

ご意見の趣旨 

輸送計画では、多客日は徒歩で約6,000 人の想定で、これらの人がどこの経路を通って会場に来

て、帰るのか。一番近いのは瀬谷駅なので、この方面からの来場が多いと思うが、途中に交差点５や

６があるので、ここを南北方向に横断する歩行者の数はそれなりに多いと思う。多客日のピークで

は、交差点での影響はそれなりに大きくなると思う。それを含めた交差点の評価を行う必要があると

思う（第13回環境影響評価審査会（12月6日）でのご意見）。 

   

事業者の見解 

準備書では、本博覧会に来場する歩行者等による影響を考慮していなかったため、表33-1のとおり

設定条件を見直して、あらためて予測評価を行いました（表33-3）。 

ご指摘のあった地点５については、西側駐車場や瀬谷駅方面からの来場者等の横断による影響を受

けますが、信号現示を調整することで、交差点需要率は限界需要率を下回り、車線の交通容量比も1

を下回りました。地点６についても、瀬谷駅方面からの来場者等の横断による影響を受けますが、信

号現示を調整することで、交差点需要率は限界需要率を下回り、車線の交通容量比も1を下回りまし

た。地点12については、補足資料14及び21で示したとおり、環状４号線の歩行者の横断については、

地点12の北側の横断歩道の横断に伴う来場車両の滞留が軽減できるように南側の横断歩道を利用する

よう誘導しますが、限界需要率を上回り、車線の交通容量比が1を上回る車線があります。このた

め、地点10及び２を経由した迂回経路の運用、区域内道路及び駐車場内における車両の滞留スペース

の確保、及びピーク時間の事前周知等による退場時間の集中回避などの対応を行っていきます（表

33-6）。 

なお、歩行者等による来場者の影響を考慮する必要がある予測地点において、本博覧会に来場する

歩行者等による影響を考慮して予測評価を行いましたが、地点12を除き、交差点需要率は限界需要率

を下回り（表33-4）、車線の交通容量比も1を下回っています（表33-5）。修正した内容について

は、環境影響評価書に反映させます。 
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表33-1 来場者（歩行者等）を考慮した予測方法について 

予測項目 準備書記載のとおりです。 

予測地域・地点 予測地域は、準備書記載のとおりです。 
予測地点は、図 33-1（準備書 p6.10-9 の図 6.10-1）に示すとおり、関係車両

の走行ルートとして想定される主要交差点（地点 1～6、地点 9～12）の 10 地点
及び、1 断面（地点 7）としました。 

また、歩行者等による来場者の影響を考慮する必要がある予測地点は、8 地
点（地点 1～6、地点 9、地点 12）としました。 

なお、地点 2（目黒交番前）、地点 3（上川井 IC）及び地点 5（中瀬谷消防署
出張所北側）交差点については、交差点構造の変更が予定され、地点 9 は新設
されるため、将来の交差点構造で予測しました。これらの交差点の構造図は準
備書 p6.10-55の図 6.10-8に示すとおりです。 

予測時期 準備書記載のとおりです。 

予測方法 準備書記載のとおりです。 

予測条件 準備書 6.10-57 の記載内容のうち、歩行者等については、表 33-2に示すとお
り、開催期間中のピーク時における交通量を設定しました。 

  

表33-2 開催期間中のピーク時における歩行者等の交通量 
地点 ピーク時間 断面 歩行者等(人/時) 

地点 1 
目黒 

20:00～ 
21:00 

A 24(0) 

B 120(96) 

C 24(0) 

D 120(96) 

地点 2 
目黒交番前 

20:00～ 
21:00 

A 22(0) 

B 22(0) 

C 22(0) 

D 66(44) 

地点 3 
上川井 IC 

20:00～ 
21:00 

A 99(66) 

B - 

C - 

D - 

地点 4-1 
滝沢 

20:00～ 
21:00 

A - 

B 33(0) 

C 132(66) 

地点 4-2 
瀬谷土橋公園入口 

20:00～ 
21:00 

A - 

B 34(0) 

C 102(68) 

地点 5 
中瀬谷消防署出張所北側 

20:00～ 
21:00 

A 960(920) 

B 40(0) 

C 160(160) 

D 600(560) 

地点 6 
瀬谷中学校前 

20:00～ 
21:00 

A 180(72) 

B 108(36) 

C 144(36) 

D 432(360) 

地点 9 
20:00～ 
21:00 

A 150(0) 

B 150(0) 

C 150(0) 

D 390(240) 

地点 12 
20:00～ 
21:00 

A 0(0) 

B 40(0) 

C 120(80) 

注1： ( )は、来場者数 

注2：信号１サイクルあたりの横断者数が１人以下となる場合は１人以上として計上 

注3：地点5（A）は、西側駐車場からの来場者による横断数を計上 

注4：地点9は、新設交差点であり、信号１サイクルあたり5人として計上 
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図33-1 地域社会の調査等地点図(準備書p6.10-9「図6.10-1」) 

 

注：工事用車両の専用出入口の詳細な位置・線形については、現時点で未定。 
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表33-3 来場者（歩行者等）を考慮した予測結果（地点５、地点６、地点12） 

交差点名 

交差点需要率（ピーク時間帯） 断面 
流入車線 
構成 

車線の交通容量比 

準備書記載の結果 
＜限界需要率＞ 

再予測結果 
＜限界需要率＞ 

  
準備書記載の

結果 
再予測結果 

地点5 
中瀬谷消
防署出張
所北側 

0.398 
＜0.880＞ 

 
(17:00～18:00) 

0.546 
＜0.867＞ 

 
(17:00～18:00) 

A 

左折 0.295  0.463 

直進 0.386  0.425 

右折 0.000  0.000 

B 
左折・直進 0.038  0.033 

右折 0.092  0.095 

C 
左折・直進 0.432  0.475 

右折 0.125  0.154 

D 
左折・直進 0.085  0.077 

右折 0.553  0.965 

地点6 
瀬谷中学
校前 

0.647 
＜0.840＞ 

 
(16:00～17:00) 

0.650 
＜0.840＞ 

 
(16:00～17:00) 

A 

左折 0.132  0.155 

直進 0.756  0.756 

右折 0.091  0.096 

B 
左折・直進 0.589  0.561 

右折 0.627  0.610 

C 

左折 0.561  0.576 

直進 0.811  0.811 

右折 0.507  0.531 

D 
左折・直進 0.980  0.938 

右折 0.161  0.156 

地点12 
(名称な
し) 

0.978 
＜0.867＞ 

 
（20:00～21:00） 

0.985 
＜0.889＞ 

 
（20:00～21:00） 

A 
左折 0.000 0.000 

直進 0.722 0.722 

B 
直進 0.310 0.310 

右折 0.000 0.000 

C 
左折 0.004 0.004 

右折 1.296 1.296 

※「平面交差の計画と設計 基礎編」（(社)交通工学研究会、平成30年11月）に基づき予測評価 

※ 網掛けは、交差点需要率が限界需要率を上回る、又は交通容量比が1を上回ることを示す。 

 

表33-4 来場者（歩行者等）を考慮した予測結果（交差点需要率）  

時
期 

交差点名 
交差点需要率（ピーク時間帯）注 1 

限界 
需要率注 2 

現況(2019 年) 開催中(2027 年) 増分 
A B B-A 

利
用
ピ
ー
ク
時
期 

地点 1 目黒 
0.680 

(16:45～17:45) 
0.797 

(17:00～18:00) 0.117 0.890 

地点 2 目黒交番前 
0.612 

(16:45～17:45) 
0.370 

(17:00～18:00) -0.242 0.912 

地点 3 上川井 IC 
0.492 

(16:45～17:45) 
0.769 

(20:00～21:00) 0.277 0.836 

地点 4 
滝沢 

0.363 
(17:00～18:00) 

0.761 
(10:00～11:00) 0.398 0.873 

瀬谷土橋公園入口 
0.310 

(17:00～18:00) 
0.552 

(17:00～18:00) 0.242 0.908 

地点 5 
中瀬谷消防署出張所
北側 

0.666 
(16:30～17:30) 

0.546 
(17:00～18:00) -0.120 0.867 

地点 6 瀬谷中学校前 
0.497 

(16:15～17:15) 
0.650 

(16:00～17:00) 0.153 0.840 

地点 9 - - 
0.472 

(17:00～18:00) - 0.917 

地点 12 - - 
0.985 

(20:00～21:00) - 0.889 

注1：交差点需要率:交差点需要率とは、交通流が単一な車線毎または交差点流入部毎に流入交通量を飽和交通流率で除した値
で示されるその方向の交通流に対する必要な有効時間の比率(交差点流入部の需要率)のうち、交差点の信号制御において
同一の信号現示の中で同時に流れる交通流の需要率の最大値(現示の需要率)の合計で示される位です。信号制御の損失時
間のために限界需要率(注2)が上限となり、限界需要率を超えると交通流を捌くことができなくなります。 

注2：限界需要率…「(サイクル長－損失時間(黄色－赤色))/サイクル長」で算出される値であり、交差点の処理能力の上限を
示します。 

注3：網掛けは、交差点需要率が限界需要率を上回ったことを示します。 
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表33-5(1)  来場者（歩行者等）を考慮した予測結果（車線の交通容量比）(1/2) 

交差点名 断面 
流入車線 

構成 

車線の交通容量比 

現況 開催中 増分 

A B B-A 

地点1 目黒 

A 
左折・直進 0.969  0.855 -0.114  

右折 0.184  0.247 0.063  

B 
左折・直進 0.410  0.828 0.418  

右折 0.711  0.913 0.202  

C 

左折 0.736  0.673 -0.063  

直進 0.670  0.406 -0.264  

右折 0.194  0.310 0.116  

D 
左折・直進 0.559  0.720 0.161  

右折 0.806  0.611 -0.195  

地点2 目黒交番前 

A 

左折・直進 0.426  0.325 -0.101  

右折 0.426  0.653 0.227  

右折 0.907  0.653 -0.254  

B 

左折・直進 0.245  0.581 0.336  

直進 0.729  0.581 -0.148  

右折 0.140  0.809 0.669  

C 

左折・直進 0.513  0.179 -0.334  

右折 0.513  0.250 -0.263  

右折 0.489  0.250 -0.239  

D 

左折・直進 0.770  0.528 -0.242  

直進 - 0.528 - 

右折 0.054  0.027 -0.027  

地点3 上川井IC 

A 
左折・右折 0.328 0.314 -0.014  

右折 - 0.049 - 

B 

左折 - 0.919 - 

直進 0.592 0.473 -0.119  

右折 0.653 0.921 0.268  

C 
左折可 - 0.080 - 

右折 0.475 0.609 0.134  

D 

左折可 - 0.042 - 

直進 0.517 0.391 -0.126  

右折 0.293 0.080 -0.213  

地点4 

滝沢 

A 
左折・直進 0.357 0.871 0.514  

直進 0.357 0.871 0.514  

B 
直進 0.364 0.416 0.052  

右折 0.025 0.005 -0.020  

C 
左折・右折 0.257 0.942 0.685  

右折 0.470 0.737 0.267  

瀬谷土橋公園入
口 

A 
左折・直進 0.313 0.735 0.422  

直進 0.313 0.735 0.422  

B 
直進 0.232 0.322 0.090  

右折 0.298 0.906 0.608  

C 
左折 0.052 0.082 0.030  

右折 0.460 0.331 -0.129  
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表33-5(2)  来場者（歩行者等）を考慮した予測結果（車線の交通容量比）(2/2) 

交差点名 断面 
流入車線 

構成 

車線の交通容量比 

現況 開催中 増分 

A B B-A 

地点5 
中瀬谷消防署出
張所北側 

A 

左折 0.801 0.463 - 

直進 0.425 - 

右折 - 0.000 - 

B(-) 
左折・直進 - 0.033 - 

右折 - 0.095 - 

C(B) 
左折・直進 0.592 0.475 - 

右折 0.154 - 

D(C) 
左折・直進 0.818 0.077 - 

右折 0.965 - 

地点6 瀬谷中学校前 

A 

左折 0.173 0.155 -0.018  

直進 0.527 0.756 0.229  

右折 0.096 0.096 0.000  

B 
左折・直進 0.451 0.561 0.110  

右折 0.454 0.610 0.156  

C 

左折 0.354 0.576 0.222  

直進 0.667 0.811 0.144  

右折 0.484 0.531 0.047  

D 
左折・直進 0.823 0.938 0.115  

右折 0.167 0.156 -0.011  

地点9 - 

A 
左折・直進 - 0.621 - 

右折 - 0.000 - 

B 
左折・直進 - 0.000 - 

右折 - 0.000 - 

C 
左折・直進 - 0.289 - 

右折 - 0.000 - 

D 
左折・直進 - 0.000 - 

右折 - 0.401 - 

地点12 （名称なし） 

A 
左折 - 0.000 - 

直進 - 0.722 - 

B 
直進 - 0.310 - 

右折 - 0.000 - 

C 
左折 - 0.004 - 

右折 - 1.296 - 

※ 網掛けは、交通容量比が1.0を上回ったことを示します。 

※ 交差点5 の断面記号のうち括弧書きのものは、交差点改良前のものです。流入車線構成や右左折方向が大きく変わ

ることから増分は「-」（比較しない）としています。 

 
  



 

 
 

こ
の
資
料
は
、
審
査
会
用
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
審
議
の
過
程
で
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
取
り
扱
い
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

 7 

① 開催中交差点交通量（地点1（目黒）：ピーク時 17：00～18：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進 右折 左折･直進 右折 左折 直進 右折 左折･直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1540 1446 1541 1534 1517 1569 1478 1591 1503 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

0.950 

(2.70) 

1.000 

(2.90) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.10) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.886 

(18.30) 

0.896 

(16.51) 

0.844 

(26.40) 

0.812 

(33.18) 

0.831 

(29.08) 

0.876 

(20.24) 

0.960 

(5.93) 

0.935 

(10.00) 

0.866 

(22.08) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.918 

(35.5) 

0.14 

70 

60 

 

 

 

 

 

 

 

0.886 

(61.4) 

0.13 

32 

22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.14 

70 

60 

0.880 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.859 

(77.9) 

0.13 

32 

22 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.768 

70 

2(46) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.733 

70 

2(46) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1190 1296 1152 1246 1109 1374 1419 1278 1302 

設計交通量                 ｑ 459 

(163+296) 

109 

 

197 

(121+76) 

220 

 

337 

 

252 

 

135 

 

190 

(148+42) 

154 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ  63     89   

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.386 

 

0.049 

 

0.171 

 

0.177 

 

0.304 

 

0.183 

 

0.063 

 

0.149 

 

0.118 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ   0.171     0.149  0.171 0.797 

２φ    0.177     0.118 0.177 

３φ 0.386    0.304 0.183    0.386 

４φ  0.049     0.063   0.063 

有効青時間(秒) １φ   32     32  サイクル長(秒) 

２φ    30     30 155 

３φ 70    70 70    

４φ  6     6   

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 70/155 6/155 32/155 30/155 70/155 70/155 6/155 32/155 30/155  

可能交通容量             Ｃｉ 537 441 238 241 501 621 435 264 252 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.855 0.247 0.828 0.913 0.673 0.406 0.310 0.720 0.611 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)  49.2  113.5 168.6  55.4  72.9 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間)  

※ 来場者の歩行者ルートが複数ある場合は、歩行者数を等分 

  

 Ａ：至  つきみ野 

 Ｂ：至  海老名 

 Ｃ：至  鶴ヶ峰 

 Ｄ：至  青葉台駅 

  

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<120>

148

42

154

(3)

(16)

(34)

Ｄ

<24>

163

296

109
(29)

(55)

(18)

Ａ

<120>

121

76

220

(22)

(30)

(73)

Ｂ

<24>

337

252

135
(98)

(51)

(8)

Ｃ

交差点概略図

32.0

3.20
3.10 Ｄ

10.0

2.70
2.90

Ａ

32.0

3.20
3.00Ｂ

16.0

3.00
3.00
3.00

Ｃ

現示方式の図示

Ａ

G:32 Y:3 AR:1

32

4

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1φ Ａ

G:30 Y:3 AR:2

30

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2φ Ａ

G:70 Y:3 AR:0

70

3

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3φ Ａ

G:6 Y:3 AR:2

6

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=155

G=138

L=17



 

 
 

こ
の
資
料
は
、
審
査
会
用
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
審
議
の
過
程
で
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
取
り
扱
い
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

 8 

②開催中交差点交通量（地点2（目黒交番前）：ピーク時 17：00～18：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進 右折 左折･直進 直進 右折 左折･直進 右折 左折･直進 直進 右折 

車      線      数 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 2000 1800 2000 2000 1800 2000 1800 2000 2000 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

1.000 

(0.00) 

0.833 

(28.70) 

0.828 

(29.78) 

0.822 

(31.00) 

0.971 

(4.26) 

0.957 

(6.45) 

0.682 

(66.67) 

0.869 

(21.61) 

0.832 

(28.85) 

0.920 

(12.50) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.999 

(0.5) 

0.13 

96 

89 

 

 

 

 

 

 

 

0.912 

(40.1) 

0.13 

43 

38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.800 

 

0.13 

96 

89 

 

 

 

 

 

 

 

0.920 

(36.2) 

0.13 

43 

38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.684 

43 

2(42) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.673 

43 

2(42) 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1998 2998 1510 1644 1748 1531 2456 1599 1664 1656 

設計交通量                 ｑ 367 

(2+365) 

115 

 

464 

(93+371) 

258 

 

155 

(155+0) 

36 

 

436 

(79+357) 

8 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ    1    0 

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.184 

 

0.038 

 

0.147 

 

0.001 

 

0.101 

 

0.015 

 

0.134 

 

0.000 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.184    0.101    0.184 0.370 

２φ  0.038    0.015   0.038 

３φ   0.147    0.134  0.147 

４φ    0.001    0.000 0.001 

有効青時間(秒) １φ 96    96    サイクル長(秒) 

２φ  10    10   170 

３φ   43    43  

４φ    6    6 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 96/170 10/170 43/170 6/170 96/170 10/170 43/170 6/170  

可能交通容量             Ｃｉ 1128 176 798 319 865 144 825 297 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.325 0.653 0.581 0.809 0.179 0.250 0.528 0.027 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)  31.5  114.3  12.8  3.8 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間)  

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

 

      Ａ：至  十日市場 

      Ｂ：至  つきみ野 

      Ｃ：至  泉 

      Ｄ：至  鶴ヶ峰 

  

現示方式の図示

Ａ

G:95 Y:3 AR:1

96

3

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1φ Ａ

G:10 Y:2 AR:3

10

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2φ Ａ

G:42 Y:3 AR:0

43

2

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3φ Ａ

G:6 Y:2 AR:3

6

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=170

G=155

L=15

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<66>

79

357

8

(7)

(103)

(1)

Ｄ

<22>

2

365

115
(0)

(0)

(33)

Ａ

<22>

93

371

258

(26)

(115)

(11)

Ｂ

<22>

155 36
(10) (24)

Ｃ

交差点概略図

22.0

3.00
3.00
3.00 Ｄ

25.0

3.00
3.00

3.00

Ａ

22.0

3.00
3.00
3.00Ｂ

27.0

3.00
3.00
3.00

Ｃ
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③開催中交差点交通量（地点3（上川井IC）：ピーク時 20：00～21：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･右折 右折 左折 直進 右折 左折可 右折 左折可 直進 右折 

車      線      数 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1711 1711 1800 1583 1705 1800 1400 1800 1525 1544 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.60) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.883 

(18.84) 

0.826 

(30.00) 

1.000 

(0.00) 

0.929 

(10.90) 

0.960 

(5.90) 

0.824 

(30.51) 

0.944 

(8.55) 

0.935 

(9.86) 

0.853 

(24.63) 

0.907 

(14.58) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

 

 

 

 

 

1.000 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.15 

45 

29 

0.903 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

1.000 

(0.0) 

1.000 

16 

 

 

2(65) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1511 1413 1625 2942 1637 *1483 1322 *1683 1301 1400 

設計交通量                 ｑ 69 

(69+0) 

10 

 

611 

 

367 

 

644 

 

118 

 

117 

 

71 

 

134 

 

48 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ           

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.046 

 

0.007 

 

0.376 

 

0.125 

 

0.393 

 

- 

 

0.089 

 

- 

 

0.103 

 

0.034 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.046 0.007 0.134    0.089    0.134 0.769 

２φ   0.242 0.125     0.103  0.242 

３φ     0.393     0.034 0.393 

有効青時間(秒) １φ 16 16 16    16    サイクル長(秒) 

２φ   29 29     29  110 

３φ     47     47 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 16/110 16/110 45/110 29/110 47/110 110/110 16/110 110/110 29/110 47/110  

可能交通容量             Ｃｉ 220 206 665 776 699 1483 192 1683 343 598 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.314 0.049 0.919 0.473 0.921 0.080 0.609 0.042 0.391 0.080 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)  3.6 168.0  187.5  34.9   15.1 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間)  

※ 来場者の歩行者ルートが複数ある場合は、歩行者数を等分 

※ C は歩道橋あり、B 及び D は横断歩道なし 

 

      Ａ：至  横浜町田 IC 

      Ｂ：至  つきみ野 

      Ｃ：至  下川井 IC 

      Ｄ：至  鶴ヶ峰 

  

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

71

134

48

(7)

(33)

(7)

Ｄ

<99>

6910
(13)(3)

Ａ

611

367

644

(0)

(40)

(38)

Ｂ

118 117
(36) (10)

Ｃ

交差点概略図

3.00
3.00
3.00 Ｄ

13.7

3.00
3.00

Ａ

3.00
3.00
3.00
3.00Ｂ

3.60
3.20

Ｃ

現示方式の図示  ※ 破線矢印は「左折可」標識を示す

Ａ

G:16 Y:3 AR:3

16

6

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1φ Ａ

G:29 Y:3 AR:2

29

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2φ Ａ

G:47 Y:3 AR:4

47

7

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=110

G=92

L=18
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④開催中交差点交通量（地点4-1（滝沢）：ピーク時 10：00～11：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進 直進 直進 右折 左折･右折 右折 

車      線      数 1 1 2 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1547 1547 1507 1800 1457 1432 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.10) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.10) 

1.000 

(3.20) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.916 

(13.04) 

0.873 

(20.74) 

0.863 

(22.63) 

1.000 

(0.00) 

0.773 

(41.85) 

0.885 

(18.58) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.853 

(66.4) 

0.15 

52 

43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.15 

38 

29 

0.886 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.493 

55 

1(32) 

 

 

 

1.000 

(0.0) 

1.000 

38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1209 1351 2602 1800 998 1267 

設計交通量                 ｑ 1054 

(350+704) 

601 

 

2 

 

325 

(325+0) 

323 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ   0   

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.412 

 

0.231 

 

0.000 

 

0.326 

 

0.255 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.412 0.208    0.412 0.761 

２φ  0.023 0.000   0.023 

３φ    0.326 0.255 0.326 

有効青時間(秒) １φ 52 55    サイクル長(秒) 

２φ  6 6   110 

３φ    38 38 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 52/110 61/110 6/110 38/110 38/110  

可能交通容量             Ｃｉ 1210 1443 443 345 438 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.871 0.416 0.005 0.942 0.737 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)   0.5  105.3 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間)  

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

 

      A：至  十日市場駅 

      B：至  瀬谷駅 

      C： 

  

交差点概略図

12.0

3.10
3.20 Ｃ

18.0

3.10
3.20

Ａ

18.0

3.00
3.00
3.00

Ｂ

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<132>

325

323

(136)

(60)

Ｃ

350

704

(32)

(146)

Ａ

<33>
601

2

(136)

(0)

Ｂ現示方式の図示

Ａ

G:52 Y:3 AR:0

52

3

Ｂ

Ｃ

1φ Ａ

G:6 Y:3 AR:2

6

5

Ｂ

Ｃ

2φ Ａ

G:38 Y:3 AR:3

38

6

Ｂ

Ｃ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=110

G=96

L=14
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⑤開催中交差点交通量（地点4-2（瀬谷土橋公園入口）：ピーク時 17：00～18：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進 直進 直進 右折 左折 右折 

車      線      数 1 1 2 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1661 1661 1511 1571 1800 1614 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.30) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.30) 

1.000 

(3.60) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.877 

(19.98) 

0.879 

(19.64) 

0.876 

(20.29) 

0.695 

(62.76) 

1.000 

(0.00) 

0.951 

(7.41) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.947 

(23.2) 

0.15 

49 

37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.15 

29 

17 

0.912 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1380 1460 2648 1092 1642 1535 

設計交通量                 ｑ 939 

(109+830) 

547 

 

145 

 

36 

 

135 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ      

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.331 

 

0.207 

 

0.133 

 

0.022 

 

0.088 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.331 0.160    0.331 0.552 

２φ  0.047 0.133   0.133 

３φ    0.022 0.088 0.088 

有効青時間(秒) １φ 54 54    サイクル長(秒) 

２φ  16 16   109 

３φ    29 29 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 49/109 70/109 16/109 29/109 29/109  

可能交通容量             Ｃｉ 1277 1701 160 437 408 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.735 0.322 0.906 0.082 0.331 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)   64.3 9.8 39.5 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間) 

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

  

      A：至  十日市場駅 

      B：至  瀬谷駅 

      C： 

  

交差点概略図

14.0

3.30
3.60 Ｃ

18.0

3.20
3.20

Ａ

18.0

3.30
3.30
3.00

Ｂ

交通量図 

      <歩行者数>[人/時] 

上段：方向別合計交通量[台/時] 
下段：(大型車混入台数)[台/時] 

<102> 

36 

135 

(0) 

(10) 

Ｃ 

109 

830 
(23) 

(163) 

Ａ 

<34> 
547 

145 
(111) 

(91) 

Ｂ 
現示方式の図示

Ａ

G:49 Y:3 AR:2

54

0

Ｂ

Ｃ

1φ Ａ

G:16 Y:3 AR:2

16

5

Ｂ

Ｃ

2φ Ａ

G:29 Y:3 AR:2

29

5

Ｂ

Ｃ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=109

G=99

L=10
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⑥開催中交差点交通量（地点5（中瀬谷消防署出張所北側）：ピーク時 17：00～18：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折 直進 右折 左折･直進 右折 左折･直進 右折 左折･直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.25) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.884 

(18.72) 

0.816 

(32.14) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

0.911 

(14.03) 

0.746 

(48.53) 

0.964 

(5.26) 

0.923 

(12.00) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

 

 

0.40 

40 

38 

0.620 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.18 

48 

46 

0.828 

1.000 

(0.0) 

0.56 

30 

26 

 

 

 

0.18 

30 

26 

0.844 

1.000 

(0.0) 

0.18 

40 

38 

 

 

 

0.40 

48 

46 

0.617 

0.769 

 

0.18 

30 

26 

 

 

 

0.56 

30 

26 

0.515 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 987 1632 1490 2000 1519 1822 829 1483 856 

設計交通量                 ｑ 203 

 

308 

 

0 

 

22 

(0+22) 

48 

 

385 

(0+385) 

68 

 

38 

(38+0) 

275 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ          

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.206 

 

0.189 

 

0.000 

 

0.011 

 

0.032 

 

0.211 

 

0.082 

 

0.026 

 

0.321 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.206 0.189 0.000   0.211 0.068   0.211 0.546 

２φ   0.000    0.014   0.014 

３φ    0.011 0.032   0.026 0.321 0.321 

有効青時間(秒) １φ 40 40 40   40 40   サイクル長(秒) 

２φ   8    8   90 

３φ    30 30   30 30 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 40/ 90 40/ 90 48/ 90 30/ 90 30/ 90 40/ 90 48/ 90 30/ 90 30/ 90  

可能交通容量             Ｃｉ 438 725 795 667 506 810 442 494 285 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.463 0.425 0.000 0.033 0.095 0.475 0.154 0.077 0.965 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ) 54.2  0.0  10.8  22.7  69.3 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間) 

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

※ A は、西側駐車場からの来場者による横断数を計上 

※ B からの来場者は C、D を横断することを想定 

 

      A:至  十日市場 

      B: 

      C:至  泉 

      D:  

  

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<600>

38

275

(2)

(33)

Ｄ

<960>

203

308

(38)

(99)

Ａ

<40>
22

48

(0)

(0)

Ｂ

<160>
385

68

(54)

(33)

Ｃ

交差点概略図

15.0

3.00
3.00 Ｄ

16.0

3.00
3.00

3.00

Ａ

10.5

3.25
3.00Ｂ

12.0

3.00
3.00

Ｃ

現示方式の図示

Ａ

G:40 Y:3 AR:0

40

3

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1φ Ａ

G:8 Y:2 AR:2

8

4

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2φ Ａ

G:30 Y:3 AR:2

30

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=90

G=78

L=12
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⑦開催中交差点交通量（地点6（瀬谷中学校前）：ピーク時 16：00～17：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折 直進 右折 左折･直進 右折 左折 直進 右折 左折･直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1999 1708 1800 1835 1932 1530 1576 1473 1541 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(2.75) 

0.950 

(2.90) 

1.000 

(2.80) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

0.950 

(2.90) 

1.000 

(2.80) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.691 

(63.79) 

0.878 

(19.90) 

0.930 

(10.71) 

0.899 

(16.07) 

0.882 

(19.10) 

0.905 

(14.98) 

0.901 

(15.63) 

0.853 

(24.64) 

0.889 

(17.87) 

0.695 

(62.71) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

 

 

0.32 

35 

25 

0.771 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.980 

(8.3) 

0.16 

39 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.16 

35 

25 

0.886 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.928 

(32.1) 

0.16 

39 

27 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.648 

35 

2(72) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.730 

39 

2(72) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.652 

35 

2(72) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.724 

39 

2(72) 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1065 1500 1674 1536 1704 1227 1420 1256 1208 1251 

設計交通量                 ｑ 58 

 

397 

 

28 

 

336 

(28+308) 

267 

 

247 

 

403 

 

138 

 

442 

(142+300) 

59 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ   0  0   0  0 

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.054 

 

0.265 

 

0.000 

 

0.219 

 

0.000 

 

0.201 

 

0.284 

 

0.000 

 

0.366 

 

0.000 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.054 0.265    0.201 0.284    0.284 0.650 

２φ   0.000     0.000   0.000 

３φ    0.219     0.366  0.366 

４φ     0.000     0.000 0.000 

有効青時間(秒) １φ 35 35    35 35    サイクル長(秒) 

２φ   5     5   100 

３φ    39     39  

４φ     5     5 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 35/100 35/100 5/100 39/100 5/100 35/100 35/100 5/100 39/100 5/100  

可能交通容量             Ｃｉ 373 525 293 599 438 429 497 260 471 377 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.155 0.756 0.096 0.561 0.610 0.576 0.811 0.531 0.938 0.156 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ) 23.8  7.8  79.5 71.0  43.0  24.0 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間) 

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

※ 来場者の歩行者ルートが複数ある場合は、歩行者数を等分 

 

      A：至  十日市場 

      B：至  国道 246 号 

      C：至  泉 

      D：至  瀬谷小学校 

  

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<432>

142

300

59

(31)

(48)

(37)

Ｄ

<180>

58

397

28
(37)

(79)

(3)

Ａ

<108>

28

308

267

(3)

(51)

(51)

Ｂ

<144>

247

403

138
(37)

(63)

(34)

Ｃ

交差点概略図

10.0
2.90
2.80 Ｄ

16.0

3.00
3.00

2.75

Ａ

10.0
2.90
2.80Ｂ

16.0

3.00
3.00
3.00

Ｃ

現示方式の図示

Ａ

G:35 Y:3 AR:0

35

3

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1φ Ａ

G:5 Y:3 AR:2

5

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2φ Ａ

G:39 Y:3 AR:0

39

3

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3φ Ａ

G:5 Y:3 AR:2

5

5

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=100

G=84

L=16
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⑧開催中交差点交通量（地点9：ピーク時 17：00～18：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進 右折 左折･直進 右折 左折･直進 右折 左折･直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 2000 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.909 

(14.29) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

0.936 

(9.73) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

0.885 

(18.47) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.783 

(54.5) 

0.30 

57 

52 

 

 

 

0.13 

57 

52 

0.881 

1.000 

(0.0) 

0.13 

34 

29 

 

 

 

0.13 

53 

48 

0.882 

1.000 

(0.0) 

0.13 

57 

52 

 

 

 

0.30 

57 

52 

0.726 

1.000 

(0.0) 

0.13 

34 

29 

 

 

 

0.13 

53 

48 

0.882 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1424 1586 2000 1588 1872 1307 2000 1405 

設計交通量                 ｑ 420 

(229+191) 

0 

 

0 

(0+0) 

0 

 

257 

(0+257) 

0 

 

0 

(0+0) 

249 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ         

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.295 

 

0.000 

 

0.000 

 

0.000 

 

0.137 

 

0.000 

 

0.000 

 

0.177 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ   0.000 0.000   0.000 0.114 0.114 0.472 

２φ    0.000    0.063 0.063 

３φ 0.295 0.000   0.137 0.000   0.295 

有効青時間(秒) １φ   34 34   34 34 サイクル長(秒) 

２φ    19    19 120 

３φ 57 57   57 57   

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 57/120 57/120 34/120 53/120 57/120 57/120 34/120 53/120  

可能交通容量             Ｃｉ 676 753 567 701 889 621 567 621 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.621 0.000 0.000 0.000 0.289 0.000 0.000 0.401 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)  0.0  0.0  0.0  88.5 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間) 

※ 瀬谷地内線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

※ 来場者の歩行者ルートが複数ある場合は、歩行者数を等分 

※ 地点 9 は、新設交差点であり、信号１サイクルあたり 5 人として計上 

 

      A: 至  対象事業実施区域 

      B: 至  環状４号線 

      C: 至  二ツ上橋交差点 

      D: 至  中原街道 

  

交差点概略図

12.0

3.00
3.00 Ｄ

12.0

3.00
3.20

Ａ

12.0

3.00
3.00Ｂ

12.0

3.20
3.20

Ｃ

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<390>

249
(46)

Ｄ

<150>

229

191

(41)

(19)

Ａ

<150>Ｂ

<150>
257
(25)

Ｃ

現示方式の図示

Ａ

G:34 Y:2 AR:0

34

2

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1φ Ａ

G:19 Y:2 AR:2

19

4

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2φ Ａ

G:57 Y:2 AR:2

57

4

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=120

G=110

L=10
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⑨ 開催中交差点交通量（地点12：ピーク時 20：00～21：00 / 歩行者等による影響を考慮） 

交   差   点    名 環４Ａ交差点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ 

車  線  の  種  類 左折 直進 直進 右折 左折 右折 

車      線      数 1 2 2 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1800 2000 2000 1800 1800 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.25) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

1.000 

(0.00) 

0.739 

(50.53) 

0.882 

(19.18) 

1.000 

(0.00) 

0.682 

(66.67) 

0.928 

(11.05) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

 

 

0.14 

16 

15 

0.869 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.18 

58 

47 

0.854 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1564 2956 3528 1800 1048 1670 

設計交通量                 ｑ 0 

 

380 

 

292 

 

0 

 

3 

 

1394 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ       

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.000 

 

0.129 

 

0.083 

 

0.000 

 

0.003 

 

0.835 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.000 0.129 0.062    0.129 0.985 

２φ   0.021 0.000   0.021 

３φ     0.003 0.835 0.835 

有効青時間(秒) １φ 16 16 18    サイクル長(秒) 

２φ   6 6   90 

３φ     58 58 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 16/ 90 16/ 90 24/ 90 6/ 90 58/ 90 58/ 90  

可能交通容量             Ｃｉ 278 526 941 120 676 1076 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.000 0.722 0.310 0.000 0.004 1.296 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＮＧ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ) 0.0 78.5 50.6 0.0 1.7 348.3 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間) 

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

※ 本博覧会の開催中は、A の横断歩道は使用しないように誘導 

 

      A: 至  海軍道路入口交差点 

      B: 至  （跡地東 A 交差点） 

      C: 至  泉区 

  

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<120>

3

1394

(2)

(154)

Ｃ

380
(192)

Ａ

<40>
292
(56)

Ｂ

交差点概略図

46.0

3.00
3.00 Ｃ

24.2

3.00
3.00

3.00

Ａ

23.7

3.25
3.25
3.00

Ｂ

現示方式の図示

Ａ

G:15 Y:3 AR:0

16

2

Ｂ

Ｃ

1φ Ａ

G:5 Y:3 AR:2

6

4

Ｂ

Ｃ

2φ Ａ

G:57 Y:3 AR:2

58

4

Ｂ

Ｃ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=90

G=80

L=10
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表 33-6 迂回経路の運用効果の試算結果（歩行者等による影響を考慮） 

迂回経路 

の運用 

地点 12 地点 10 地点 2 

北側の 

横断歩道 

交通容量比 

（右折） 

交差点需要率 

(限界需要

率：0.889) 

交通容量比 

（左折） 

交差点需要率 

(限界需要率：

0.518) 

交通容量比 

（右折） 

交差点需要率 

(限界需要率：

0.912) 

なし 使用しない

ように誘導

した場合 

1.296 0.985 0.000 0.455 0.027 0.370 

あり 1.110 0.865 0.612 0.455 0.700 0.495 

なし 誘導しない

場合 

1.515 1.127 0.000 0.455 0.027 0.370 

あり 1.298 0.987 0.612 0.455 0.700 0.495 
 

【試算条件】 
・地点12を右折して帰宅する来場車両台数（1,394台）のうち約200台を地点10から退出させ、その後

は地点2（右折）を経由して環状４号線を北上することを想定。 

・地点2（目黒交番）のピーク時（17～18時）におけるD断面の右折車線（東→北方向）の可能交通容

量（297台※1[台/時]）の約7割(297×0.7≒200)を迂回車両として設定。 
  

【試算結果】 

○地点12の交通容量比（C断面右折車線：東→北）及び交差点需要率について 

（横断歩道による影響を考慮しない場合） 

迂回車両（200台）を減じた場合の車両台数＝1,394※1－200＝1,194[台/時] 

当該車線の可能交通容量＝1,076※1[台/時] 

当該車線の交通容量比＝1,194/1,076＝1.110 

当該車線の交通需要率＝設計交通量÷飽和交通流率＝1,194/1,670※1＝0.715 

交差点需要率＝0.129(1φ)※1＋0.021(2φ)※1＋0.715(3φ)＝0.865 

（横断歩道による影響を考慮した場合） 

迂回車両（200台）を減じた場合の車両台数＝1,394※2－200＝1,194[台/時] 

当該車線の可能交通容量＝920※2[台/時] 

当該車線の交通容量比＝1,194/920＝1.298 

当該車線の交通需要率＝設計交通量÷飽和交通流率＝1,194/1,427※2＝0.837 

交差点需要率＝0.129(1φ)※2＋0.021(2φ)※2＋0.837(3φ)＝0.987 
  

   〇地点10の交通容量比（C断面左折直進車線：南→西）について 

迂回車両（200台）が加わった場合の車両台数＝0※3＋200＝200[台/時] 

当該車線の可能交通容量＝327※3[台/時] 

当該車線の交通容量比＝200/327＝0.612 

当該車線の交通需要率＝設計交通量÷飽和交通流率＝(0※3＋200)/2,000※3＝0.100 

交差点全体の交通需要率＝0.079※3(1φ)＋0.161※3(2φ)＋0.215※3(3φ)＋0.000※3(4φ)＝0.455 
注：当該車線の信号現示(2φ)では別車線（C断面右折車線）の交通需要率が最大であるため、2φの必要現示率 

としては別車線の値（0.161）を採用 
 

○地点2の交通容量比（D断面右折車線：東→北）について 

迂回車両（200台）が加わった場合の車両台数＝8※4＋200＝208[台/時] 

当該車線の可能交通容量＝297※4[台/時] 

当該車線の交通容量比＝208/297＝0.700 

当該車線の交通需要率＝設計交通量÷飽和交通流率＝208/1,656※4＝0.126 

交差点需要率＝0.184※4(1φ)＋0.038※4(2φ)＋0.147※4(3φ)＋0.126(4φ)＝0.495 

注：当該車線の信号現示(4φ)では本車線の交通需要率が最大であるため、4φの必要現示率としては本車線

の値（0.126）を採用  
  

※1 本補足資料p.14の計算シートより。 

※2 本補足資料p.17の計算シートより。 

※3 準備書資料編p1.8-137より。 

※4 本補足資料p.8の計算シートより。 
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○開催中交差点交通量（地点12：ピーク時 20：00～21：00 / 歩行者等による影響を考慮） Aの横断歩道を使用する場合(参考) 

交   差   点    名 環４Ａ交差点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流      入      部 Ａ Ｂ Ｃ 

車  線  の  種  類 左折 直進 直進 右折 左折 右折 

車      線      数 1 2 2 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 1800 2000 2000 1800 1800 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.25) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

1.000 

(3.00) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

1.000 

(0.00) 

0.739 

(50.53) 

0.882 

(19.18) 

1.000 

(0.00) 

0.682 

(66.67) 

0.928 

(11.05) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

 

 

0.14 

16 

15 

0.869 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.18 

58 

47 

0.854 

 

 

0.18 

58 

47 

0.854 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1564 2956 3528 1800 1048 1427 

設計交通量                 ｑ 0 

 

380 

 

292 

 

0 

 

3 

 

1394 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ       

 

交差点流入部の需要率       ρ 

 

0.000 

 

0.129 

 

0.083 

 

0.000 

 

0.003 

 

0.977 

現示の 

需要率 

交差点の 

需要率 

必要現示率 １φ 0.000 0.129 0.062    0.129 1.127 

２φ   0.021 0.000   0.021 

３φ     0.003 0.977 0.977 

有効青時間(秒) １φ 16 16 18    サイクル長(秒) 

２φ   6 6   90 

３φ     58 58 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 16/ 90 16/ 90 24/ 90 6/ 90 58/ 90 58/ 90  

可能交通容量             Ｃｉ 278 526 941 120 676 920 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.000 0.722 0.310 0.000 0.004 1.515 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＮＧ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ) 0.0 78.5 50.6 0.0 1.7 348.3 

※ N=KER×(3600/C), N：1 時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

※ *交通容量 (台／実 1 時間) 

※ 環状 4 号線の来場者の歩行ルートは、東側歩道を通行することを想定 

 

      A: 至  海軍道路入口交差点 

      B: 至  （跡地東 A 交差点） 

      C: 至  泉区 

 

交通量図

      <歩行者数>[人/時]

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入台数)[台/時]

<120>

3

1394

(2)

(154)

Ｃ

<40>

380
(192)

Ａ

<40>
292
(56)

Ｂ

交差点概略図

46.0

3.00
3.00 Ｃ

24.2

3.00
3.00

3.00

Ａ

23.7

3.25
3.25
3.00

Ｂ

現示方式の図示

Ａ

G:15 Y:3 AR:0

16

2

Ｂ

Ｃ

1φ Ａ

G:5 Y:3 AR:2

6

4

Ｂ

Ｃ

2φ Ａ

G:57 Y:3 AR:2

58

4

Ｂ

Ｃ

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

C=90

G=80

L=10
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34 交差点における滞留長の影響について 

 

ご意見の趣旨  

滞留長が、実際に交差点で確保されている右折レーンなどに収まっているかどうか確認が必要では

ないかと思う。交差点の改良等の議論をしているところもあるかと思うが、そうではない交差点はチ

ェックして、収まるかを示してほしい（第17回環境影響評価審査会（1月31日）でのご意見）。 

   

事業者の見解 

改良等の議論が行われていない４交差点（地点1（目黒）、地点4-1（滝沢）、地点4-2（瀬谷土橋

公園入口）、地点6（瀬谷中学校前））について、各交差点の右折レーンでの滞留長が実際に確保さ

れているレーンなどに収まっているか確認しました。現状では、地点4-1（滝沢：C断面）、地点4-2

（瀬谷土橋公園入口：B断面）及び、地点6（瀬谷中学校前：B断面）の３地点を除き、滞留長が右折

レーン等に収まっていることが確認できました（表34-1、表34-2）。 

右折レーン等に収まっていない３地点については、地点4-1（滝沢：C断面）及び地点6（瀬谷中学

校前：B断面）の滞留は、全て一般交通によるものであり、本博覧会の来場車両が要因ではないと想

定します。 

また、地点4-1（滝沢：C断面）については、横断歩道のないＴ字路であり、右折車両の滞留による

環状４号線への影響はないと想定します。地点4-2（瀬谷土橋公園入口：B断面）については、環状４

号線の当該区間は片側２車線であり、右折車両の滞留によって右側車線が通行できなくなった場合で

も、左側車線の断面交通容量を勘案すると直進車両の通行は可能であると考えます（直進車両台数：

547台/時＜１車線での断面交通容量：1,105台/時注１）。 

注１ 1車線の断面交通容量は、以下の式で計算（1月10日審査会補足資料17の方法に同じ）。 

当該車線の交通容量＝[基本交通容量]×[車線幅員に関する補正]×[側方余裕に関する補正] 

          ×[沿道状況に関する補正]×[大型車に関する補正] 

         ＝2,200×0.94×0.86×0.875×0.71＝1,105 [台/時] 

  

表34-1 滞留長（歩行者等による影響を考慮）と現況車線長の比較結果   

地点 断面 車線 
右折レーン
等※1[m] 

滞留長予測値[m] 

備考 
開催中車両① 
（一般車両＋ 

博覧会関係車両） 

一般車両 
② 

地点 1 
目黒 

A 右折 51 49.2 49.2 博覧会関係車両なし 

B 右折 168 113.5 103.1  

C 右折 97 55.4 28.3  

D 右折 166 72.9 72.9 博覧会関係車両なし 

地点 4-1 
滝沢 

A 右折なし - - -  

B 右折 81 0.5 0.5 博覧会関係車両なし 

C 右折 46 105.3 105.3 博覧会関係車両なし 

地点 4-2 
瀬谷土橋公園
入口 

A 右折なし - - -  

B 右折 55 64.3 0.0  

C 右折 63 39.5 39.5 博覧会関係車両なし 

地点 6 
瀬谷中学 
校前 

A 右折 63 7.8 7.8 博覧会関係車両なし 

B 右折 71 79.5 79.5 博覧会関係車両なし 

C 右折 55 43.0 43.0 博覧会関係車両なし 

D 右折 86 24.0 7.3  

※1 車両通行が可能な幅員（本線と合わせて5m以上）が確保されている区間 

※2 網掛けは「滞留長」が「右折レーン等の長さ」を超過している車線 
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図34-1 交差点構造図（地点1 目黒） 

   

 
図34-2 交差点構造図（地点4-1 滝沢） 
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図34-3 交差点構造図（地点4-2 瀬谷土橋公園入口） 

  

 
図34-4 交差点構造図（地点6 瀬谷中学校前） 
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35 パークアンドライド駐車場の候補地の取り扱いについて 

 

ご意見の趣旨 

パークアンドライド駐車場については、場所が特定されたところは、順次、情報を追加でご提

示いただきたいと思う（第16回環境影響評価審査会（１月31日）でのご意見）。 

 

事業者の見解 

パークアンドライド駐車場について、新たな候補地をご提示します（図35-1）。候補地は横浜

市外にある既存駐車場を活用します。本博覧会で使用する駐車台数については、引き続き、土地

所有者等との調整を進めるとともに、誘導員の配置など交通混雑や安全対策について、道路管理

者や交通管理者等の関係機関との調整を進めていきます。 

パークアンドライド駐車場の候補地については、現在、土地所有者等との調整を進めています

が、準備書掲載の横浜青葉ＩＣ付近及び今回ご提示した候補地以外は、現段階で、ご提示するこ

とは困難です。 

そのため、各候補地及びその周辺道路の交通状況の予測・評価については、環境影響評価手続

きとは別に、あらかじめ周辺住民等への説明会等の周知を行うとともに、本博覧会協会のホーム

ページで公表することとし、表35-1のとおり、環境の保全のための措置に追記します（既存の駐

車場を活用する場合を除く）。 

なお、開催期間中の多客日についても、会場周辺及びパークアンドライドの駐車場周辺の

主要交差点において、準備書に記載したとおり事後調査を実施します。 

 
【候補地の概要】 

（１）相模大野立体駐車場 

所在地：相模原市南区相模大野4-4-2 

収容台数：794台 

（２）相模大野駅西側自動車駐車場 

所在地：相模原市南区相模大野3—2—2 

収容台数：698台 

上記（１）、（２）の駐車場の収容台数のうち、本博覧会ではあわせて約600台を想定 

駐車場へのアクセスは国道16号を経由することを想定 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図35-1 新たなパークアンドライド駐車場候補地位置図 

相模大野駅周辺 
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図 35-2 相模大野駅周辺拡大図 

 
表 35-1 環境の保全のための措置 

区分 環境の保全のための措置 

【開催中】 

関係車両の走行に伴う交

通混雑（自動車） 

・会場周辺の交通混雑緩和のため、公共交通の利用を推奨し、会場近

傍の４駅からシャトルバスを運行します。また、多客日などの混雑

時には、パークアンドライドを導入します（第 2 章参照）。 

・パークアンドライド駐車場の候補地及びその周辺道路の交通状況の

予測・評価については、環境影響評価手続きとは別に、あらかじめ

周辺住民等への説明会等の周知を行うとともに、本博覧会協会のホ

ームページで公表します（既存の駐車場を活用する場合を除く）。 

・駐車場の事前予約の導入など、会場周辺へ自家用車（来場者）が過

度に集中することを抑制します。 

・路上に入庫待ちする車両が滞留することのないよう、駐車場内に滞

留できるスペースを十分に確保します。 

・自家用車以外の交通手段の利用促進のため、利用者に対し、公共交

通機関の利用について、ホームページでの周知等を行います。特に

利用が集中する可能性がある時期（大型連休等）には周知を強化し

ます。 

・会場周辺で利用が集中する夕方等の時間帯において、会場内に滞在

する利用者に対して、ピーク時間を避けた帰宅行動をアナウンスで

促す等、可能な限りの周知・利用調整に努めます。また、混雑が予

想される日は、事前にホームページ等での情報発信を行うなど、会

場周辺の一般交通への情報を発信します。 

・車両の出入口は、歩行者との出入口を分離する等、歩行者の安全に

配慮します。 

※準備書から修正した箇所は、太文字・下線で示しています。  

相模大野立体駐車場 

相模大野駅西側自動車駐車場 

国道16号 

至 

上
瀬
谷 

至 橋本 

出典：国土地理院ウェブサイト地理院地図（標準地図） 

→ シャトルバス 
※具体的な動線については、今後、関係機関と

調整を行っていきます。 
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36 会場周辺４駅でのシャトルバスの運行について 

 

ご意見の趣旨 

各駅のシャトルバスの発着については未定で、本当に発着できるかという検討は、審議の中で示す

必要があると思う。本当に発着できるバース数や乗り降りの方法が確保できるかも各駅で予測評価す

る必要があると思う（第11回環境影響評価審査会（11月２日）でのご意見）。 

 

シャトルバスがきちんと運行できるかは非常に重要な問題だと考えている。かなり高頻度でシャト

ルバスを出すので、本当に成り立つかが極めて心配です。特に瀬谷駅、三ツ境駅の辺りは道路等も厳

しいので、きちんと成り立つかが確認できないと、駐車場必要台数にも疑念が発生してしまう。周辺

の道路状況、それからバスのバースとの関係できちんと成り立ちうるかを気にしている（第13回環境

影響評価審査会（12月６日）でのご意見）。 

 

事業者の見解 

各駅のシャトルバスの発着場所等の詳細については、現在、土地所有者や交通管理者等の関係者

との調整を進めており、現時点における本博覧会としての検討状況についてご提示します。 

各駅のピーク時（多客日）における、シャトルバスの利用者数を基に、必要となる運行本数及び

運用バース数を想定するとともに、鉄道とバスの輸送力の違いによる来場者等の滞留の可能性につ

いて検証を行いました。 

また、バースの確保、利用者の円滑な誘導、周辺住民等の駅利用への影響及びバスターミナルか

ら周辺道路への出入りについては瀬谷駅を例に考え方等を整理し、他の３駅についてもシャトルバ

スの乗降場所や運行ルート等についての検討状況をご提示します。 

なお、現在、想定しているシャトルバスの発着駅では、鉄道による輸送力がバスより高いため、

バスへの乗換によって生じる来場者の滞留について検証を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この資料は、審査会用に作成したものです。審議の過程で変更される可能性があるため、取り扱いにご注意願います。 

24 
 

 

（１）瀬谷駅 

  ア シャトルバス運行の想定 

多客日における朝ピーク時（９時台）については、乗降場所として４バースを設置し、約５分間

隔での運行を行うことで、１時間に約40本となる運行計画を想定しています（表36-1）。 

 

表36-1 多客日における瀬谷駅のシャトルバス運行の想定 

利用者数 運行本数 運用バース数 

1 日当たり ピーク時（9 時台） ピーク時 ピーク時 

約 11,000人 約 2,200人/ｈ 約 40本/ｈ 

(約 50人/台 乗車想定) 

4バース 

※ 現時点での想定であり、数値等は今後、見直しや変更する可能性があります 

 

イ バース確保の考え方 

現在、瀬谷駅北口バスターミナルについては、路線バスをはじめ、一般車の送迎、タクシーや公

立支援学校、企業輸送バスなど複数の車両が利用していますが、バス事業者など関係者と、路線バ

ス乗降場の移設などについて協議・調整を行うことで、４バースの乗降場所及び後発バスの待機ス

ペースを確保する計画です（図36-1）。 

なお、後発分の待機スペースについては、ターミナル内の既存待機バースなどを活用すること

で、連続的なシャトルバス運行が可能になると考えます。引き続き、バス事業者など関係者との調

整を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-1 瀬谷駅におけるバス乗り場等（乗降場所（バース）、待機所） 

 

 

 

 

本検討は、本協会独自に行ったもので

あり、今後、関係機関等との調整によ

り、変更する可能性があります。 
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ウ 鉄道とバスの輸送力の違いによる滞留の検証 

鉄道ダイヤの本数（上り８本、下り９本、合計17本）から、上下線毎に鉄道１本当たりの来場者

を算出し（約129人/本）、試算したところ滞留人数は最大で約287人となります。各バースの前で乗

車待機する人数は200人（50人×４バース）であり、駅周辺に滞留する人数は87人となって、利用者

の待機時間は約10分以内であると想定しています（図36-2）。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-2 瀬谷駅における滞留空間の検証 

 

エ 利用者の円滑な誘導 

シャトルバスが約５分間隔で発車するためには、各バース前に約50人が整列した状態で待機し、

速やかに乗車が開始できるよう、案内誘導する必要があります。来場者だけでなく一般通行者との

交錯が発生しないよう、適切な誘導等により安全に配慮する計画を検討しています。現時点での試

算では、駅前広場内に幅員５ｍ以上の空間が確保できることから、一般通行と来場者の待機は可能

であると想定します（図36-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-3 瀬谷駅におけるシャトルバス利用者の待機イメージ 
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滞留：約287人（駅周辺 87人） 

乗車：約10分後 

写真① 
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瀬谷駅

乗
降
場
所

バス待機
スペース

・・・会場までのルート

・・・駅へのルート

凡例

 

オ バスターミナルから周辺道路への出入り 

バスターミナル出入口部の信号交差点において、スムーズに左折する必要があります。現在、当

該交差点においては横断歩道があり、歩行者の安全性を確保するとともに、シャトルバス定時性を

確保するために、信号現示の変更による歩車分離型の交差点に改良するなどの対応を検討し、交通

管理者と協議・調整を行っていきます。瀬谷中学校前の交差点においても右折するため、同様に協

議・調整・検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-4 バスターミナル周辺におけるシャトルバスのルート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本検討は、本協会独自に行ったもので

あり、今後、関係機関等との調整によ

り、変更する可能性があります。 
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：待機所 

：待機列 

：シャトルバス 

乗降場所 

 

（２）十日市場駅 

  ア シャトルバス運行の想定 

多客日における朝ピーク時（９時台）については、４バースを設置し、約４分間隔での運行を行

うことで、１時間に約50本の運行計画を想定しています（表36-2）。シャトルバスの乗降場所や運

行ルート等の検討状況については、図36-5,6,7のとおりです。 

 

表36-2 多客日における十日市場駅のシャトルバス運行の想定 

利用者数 運行本数 運用バース数 

1日当たり ピーク時（9 時台） ピーク時 ピーク時 

約 13,000人 約 2,500人/ｈ 約 50本/ｈ 

(約 50人/台 乗車想定) 

4バース 

※ 現時点での想定であり、数値等は今後、見直しや変更する可能性があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-5 十日市場駅におけるバス乗り場等（乗降場所（バース）、待機所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-6 十日市場駅におけるシャトルバス利用者の待機イメージ  

本検討は、本協会独自に行ったもので

あり、今後、関係機関等との調整によ

り、変更する可能性があります。 
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航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-7 バスターミナル周辺におけるシャトルバスのルート図 

 

 

イ 鉄道とバスの輸送力の違いによる滞留の可能性 

鉄道ダイヤの本数（上り８本、下り６本、合計14本）から、上下線毎に鉄道１本当たりの来場者

を算出し（約179人/本）、試算したところ滞留人数は最大で約175人となります。 

バースで待機する人数は200人（50人×４バース）であり、駅周辺に人は滞留はしないで、利用者

の待機時間は約４分以内であると想定しています（図36-8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図36-8 十日市場駅における滞留空間の検証 
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滞留：約175人 

乗車：約4分後 

・・・会場までのルート

・・・駅へのルート

凡例

本検討は、本協会独自に行ったものであり、

今後、関係機関等との調整により、変更する

可能性があります。 
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（３）南町田グランベリーパーク駅 

ア シャトルバス運行の想定 

多客日における朝ピーク時（９時台）については、乗降場所として４バースを設置し、約６分間

隔での運行を行うことで、１時間に約40本となる運行計画を想定しています（表36-3）。シャトル

バスの乗降場所や運行ルート等の検討状況については、図36-5,6,7のとおりです。 

 

表36-3 多客日における南町田グランベリーパーク駅のシャトルバス運行の想定 

利用者数 運行本数 運用バース数 

1日当たり ピーク時（9 時台） ピーク時 ピーク時 

約 10,000人 約 2,000 人/ｈ 約 40本/ｈ 

(約 50人/台 乗車想定) 

4バース 

※ 現時点での想定であり、数値等は今後、見直しや変更する可能性があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-9 南町田グランベリーパーク駅におけるバス乗り場等（乗降場所（バース）、待機所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-10 南町田グランベリーパーク駅におけるシャトルバス利用者の待機イメージ 

本検討は、本協会独自に行った

ものであり、今後、関係機関等

との調整により、変更する可能

性があります。 

：待機所 

：待機列 

：シャトルバス 

乗降場所 
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航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-11 バスターミナル周辺におけるシャトルバスのルート図 

 

イ 鉄道とバスの輸送力の違いによる滞留の検証 

鉄道ダイヤの本数（上り13本、下り13本、合計26本）から、上下線毎に鉄道１本当たりの来場者

を算出し（約77人/本）、試算したところ滞留人数は最大で約203人となります。各バースの前で乗

車待機する人数は200人（50人×４バース）であり、駅周辺に滞留する人数は約3人となって、利用

者の待機時間は約12分であると想定しています（図36-10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-12 南町田グランベリーパーク駅における滞留空間の検証 

 

 

 滞留：約203人（駅周辺 3人） 

乗車：約12分後 

南町田GP駅

・・・会場までのルート

・・・駅へのルート

凡例

本検討は、本協会独自に行ったものであり、

今後、関係機関等との調整により、変更する

可能性があります。 
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（４）三ツ境駅 

ア シャトルバス運行の想定 

多客日における朝ピーク時（９時台）については、乗降場所として２バースを設置し、約６分間

隔での運行を行うことで、１時間に約20本となる運行計画を想定しています（表36-4）。シャトル

バスの乗降場所や運行ルート等の検討状況については、図36-13,14,15のとおりです。 

 

表36-4 多客日における三ツ境駅のシャトルバス運行の想定 

利用者数 運行本数 運用バース数 

1日当たり ピーク時（9 時台） ピーク時 ピーク時 

約 6,000 人 約 1,100 人/ｈ 約 20本/ｈ 

(約 50人/台 乗車想定) 

2バース 

※ 現時点での想定であり、数値等は今後、見直しや変更する可能性があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-13 三ツ境駅におけるバス乗り場等（乗降場所（バース）、待機所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-14 三ツ境駅におけるシャトルバス利用者の待機イメージ 

本検討は、本協会独自に行ったもので

あり、今後、関係機関等との調整によ

り、変更する可能性があります。 

：待機所 

：待機列 

：シャトルバス 

乗降場所 
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航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 地理院地図（全国最新写真(シームレス)撮影期間：2019 年6 月～8 月） 

図 36-15 バスターミナル周辺におけるシャトルバスのルート図 

 

イ 鉄道とバスの輸送力の違いによる滞留の検証 

鉄道ダイヤの本数（上り８本、下り８本、合計16本）から、上下線毎に鉄道１本当たりの来場者

を算出し（約69人/本）、試算したところ滞留人数は最大で約260人となります。各バースの前で乗

車待機する人数は100人（50人×２バース）であり、駅周辺に滞留する人数は約162人となって、利

用者の待機時間は約18分以内であると想定しています（図36-14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36-16 三ツ境駅における滞留空間の検証 

 
  

 
滞留：約262人（駅周辺 162人） 

乗車：約18分後 

本検討は、本協会独自に行ったものであり、

今後、関係機関等との調整により、変更する

可能性があります。 
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37 ホトケドジョウへの追加の環境保全措置について 

 

ご意見の趣旨 

流出環境は、区画事業後の裸地の状態よりも路面や建築物の増加によって表流水の増大が見込

まれるので、調整池へ流入した水が小水路に対して影響を及ぼすのではないかと思う。それから

夏場は、ある程度の湧水の涵養がない限り、小水路に流れる水量や水質の悪化も想定される。 

小水路環境は、事前に保全措置ができている環境で、手を付けないから安定して維持できるか

というと、やはり湧水起源であり、例えば堆積の影響なども生じるかもしれない。安定的に水路

環境が保全措置として機能するために、博覧会の間に何らかの、もう少し安定的に生息できるよ

うな追加的な措置があってもいいと思う。ホトケドジョウは湧水依存種なので、湧水環境をどの

ように維持するのか、底質が重要な種なので底質の維持をどう実現するのかという措置で、２つ

重要な点があると思う。 

参考にしている知見も、ホトケドジョウはかなり研究があるはずで、実際に保全措置がされてい

る種だと思うので、生息条件に関する知見や保全措置の検証事例を挙げながら、博覧会の間に存続

し続けられるという根拠にしていただきたいと思う（第17回環境影響評価審査会（２月29日）での

ご意見）。 

 

事業者の見解 

本博覧会では、主要な建築物に浸透枡や浸透トレンチ等の雨水浸透・貯留施設を設置して、地

下水の涵養に努めますが、ホトケドジョウなど保全対象種の生息・生育環境が維持できるよう、

湧水の保全に努めるとともに、湧水源を涵養するため、横浜市が整備したものも含め、雨水浸

透・貯留施設が、落ち葉や土砂等の堆積による浸透機能の低下が生じないよう、定期的に清掃す

るなど適切に維持管理することを、環境の保全のための措置に追記しました。 

また、横浜市が創出したホトケドジョウの生息・生育環境を保全するため、有識者へのヒアリ

ングを実施して、表37-1のとおり、環境の保全のための措置に追記しました。上記の追記した内

容については、環境影響評価書に反映させます。 

なお、本博覧会では、ホトケドジョウの生息環境の適切な維持管理に向けて横浜市と協議し、

市が「横浜市森づくりガイドライン」(横浜市環境創造局みどりアップ推進課 平成 25 年３月) 

を基本として考えていることを踏まえ、このガイドラインや他都市における先進的な事例などを

参考に、横浜市と連携しながら取り組んでいきます。 
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表 37-1 環境の保全のための措置 

区分 環境の保全のための措置（抜粋） 

【開催中】 

・会場施設等の存在 

・施設の供用 

・外来植物を含む植

栽等の管理 

【相沢川周辺の谷戸地域及び和泉川源流域】 

・ホトケドジョウなど保全対象種の生息・生育環境が維持できるよう、湧水

の保全に努めるとともに、湧水源を涵養するため、横浜市が整備したもの

も含め、雨水浸透・貯留施設が、落ち葉や土砂等の堆積による浸透機能の

低下が生じないよう、定期的に清掃するなど適切に維持管理します。 

・ホトケドジョウなど保全対象種の生息・生育環境の保全のため、定期的に

点検を行って、豪雨等で流出した土砂等の堆積物の撤去、繁茂し過ぎた抽

水植物等の除去、及びアメリカザリガニなど魚類を捕食する外来生物等の

駆除を行うなど、人為的な攪乱も含め、横浜市が創出した小水路環境等を

「横浜市森づくりガイドライン」（横浜市環境創造局みどりアップ推進課 

平成 25 年３月）や他都市の先進的な事例なども参考にし、横浜市と連携

しながら維持・管理します。 

・横浜市が整備した地上式調整池（調整池４）における保全対象種の生息・生

育環境の周辺では、源頭部であることを踏まえ、農薬や肥料の使用をできる

だけ抑えるほか、使用する場合には、魚毒性の低いものを選定します。ま

た、本博覧会会場では、ネオニコチノイド系の農薬など、ホトケドジョウ

の餌となる水生昆虫等への影響が懸念される農薬の散布は行いません。 
 

※準備書から修正した箇所は、太文字・下線で示しています。 

 

表 37-2 有識者ヒアリングの概要（参考） 

実施日：2024年 3月 4日、対象：魚類専門家 博物館所属 

・保全対象種の生息・生育環境を創出する際には、現状の生息・生育環境を継承していくこ

とが重要である。 

・ホトケドジョウを捕食したり、生息環境の水草を切断したりするアメリカザリガニを定期

的に駆除することはホトケドジョウを保全する上で効果があると考える。 

・ネオニコチノイド系の農薬は、ホトケドジョウが捕食する水生昆虫への影響が懸念される

ので散布は避ける必要がある。 

・ホトケドジョウの生息・生育環境となる湧水起源の小水路環境については、上流側の調整

池４に抽水植物を植栽すると、種子等が下流側に拡散して繁茂し過ぎることが懸念される

ため、定期的に除去するなど適切な維持管理が必要である。 

・ホトケドジョウの生息環境については、川崎市の生田緑地の水路で、適切な維持管理が実

践されているので参考にするとよい。 

 

【参考：雨水浸透貯留施設の整備に伴う雨水流出量の低減効果】 

 

 

 

 

 

  

流域   和泉川流域  ４流域合計 

開催中の有効流出量/整備前の有効流出量 

（透水性舗装＋浸透枡等の雨水浸透貯留施設） 
 1.01  1.09 
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【参考：「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価事後調査計画書（工事中その１）」

（令和５年３月、横浜市）における環境保全措置】 
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【参考：横浜市森づくりガイドライン(横浜市環境創造局みどりアップ推進課 平成 25 年３月)】 
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【参考：川崎市生田緑地での取り組み】 

 

ホトケドジョウは絶滅に瀕した希少魚であり、飼育して保護することは、もちろん重要です。しか

し、試験場や動物園でしかホトケドジョウを見ることができない。そんな最悪の事態は絶対に避けなけ

ればなりません。保護の最終目標は、自然水域における生息地の復元にあるのです。試験場では、川崎

市や伊勢原市、秦野市等の各市町村や市民団体に対し、保護活動の指導を行ったり、生息地復元活動に

協同で取り組んでいます。 

川崎市の生田緑地では、行政・専門家・市民が連携してホトケドジョウの保全活動に取り組んでいま

す。この地域のホトケドジョウは岡本太郎美術館の建設により、絶滅に危機にありましたが、試験場で

保護飼育を実施して、種苗生産に成功しました。 

平行して、川崎市が主体となり、生田緑地ホトケドジョウ保護育成委員会が結成され、保全対策が検

討された結果、4つの復元池が造成されました。試験場で増殖したホトケドジョウを放流し、毎年、繁

殖が確認されています。 

現在は「生田緑地の谷戸とホトケドジョウを守る会」と市公園事務所が主体となって維持管理を行っ

ており、毎年、ホトケドジョウの調査やビオトープ内の泥の上げ、外来種駆除などを行っています。 

ホトケドジョウの生息地は、生田緑地のように都市部の谷戸源流域に残っています。そのため、本種

の生息地を保全することは、結果的に都市部の水源地を保全することになるので、流域河川の環境から

見ても、意義の大きい取り組みです。 

  

 

 湧き水が流れ、植物が水の周りにあり、浅く、泥のつもったこんな場所にホトケドジョウは生活しています。 

出典：神奈川県ホームページ 淡水魚類図鑑 ホトケドジョウ（抜粋） 

  https://www.pref.kanagawa.jp/docs/a4y/images/hotokedojou.html   
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38 横浜市が創出する保全対象種の生息・生育環境について 

 

ご意見の趣旨 

環境保全措置のところに、移植の対象種と移植先の情報などが記載されていることが通常だと思

うが、それが区画事業で行われている前提であれば、どこまで行われている前提に立った環境保全

措置なのかが分かるように対応していただきたいと思う（第17回環境影響評価審査会（２月29日）

でのご意見）。 

 

事業者の見解 

横浜市の土地区画整理事業に、移設・移植の対象とする保全対象種について確認したところ、本

博覧会の準備書作成時点から変わらず、表38-1のとおり、動物13種（生態系の対象種シオカラトン

ボ（幼虫）を含む）、植物14種となっています。 

また、工事中にこれらの種が確認された場合には、創出した生息・生育環境もしくは工事区域外

の生息適地へ移設・移植することになっています。創出した生息・生育環境の環境区分とそこへ移

設・移植される保全対象種については、表38-2のとおりです。移植・移設については、保全対象種

の生息・生育環境として適した環境区分に実施することになっています。 

これらの保全対象種は、創出される水辺空間に、定着することが期待できることから、本博覧会

の準備書では、これを前提に予測評価を行っています。 

本博覧会では、保全対象種の生息・生育環境等が維持・保全できるよう、環境の保全のための措

置を着実に実行するとともに、横浜市と連携しながら、適切な維持管理に努めていきます。 

 

表 38-1 保全対象種の移設・移植種数 

項目 移設・移植対象種数 保全対象種 

動物 両 生 類：１種 

昆 虫 類：７種 

魚    類：２種 

底生動物：１種 

陸産貝類：１種 

合    計：12種 

両 生 類：シュレーゲルアオガエル 

昆 虫 類：ハグロトンボ、ヤマサナエ、ナツアカネ、 

クツワムシ、エサキコミズムシ、 

コマルケシゲンゴロウ、コガムシ 

魚 類：アブラハヤ、ホトケドジョウ 

底生動物：マルタニシ 

陸産貝類：スナガイ 

植物 維管束植物：10種 

付 着 藻 類：３種 

蘚 苔 類：１種 

合  計：14種 

維管束植物：ミズニラ、ヒメミズワラビ、タコノアシ、 

ヒロハノカワラサイコ、ウスゲチョウジタデ、 

ヌマトラノオ、アマナ、ミズタカモジ、 

セイタカハリイ、ハリイ 

付 着 藻 類：チャイロカワモズク、アオカワモズク、 

シャジクモ 

蘚 苔 類：イチョウウキゴケ 

生態系 昆虫類：１種 昆虫類：シオカラトンボ（幼虫） 
出典：「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価事後調査計画書（工事中その１）」（令和５年３月、横浜市） 
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表 38-2 保全対象種の生息・生育環境の区分 

区域 環境区分 保全対象種 

和泉川 湧水起源の小水路環境 

（浅い水域、緩やかな流れ、砂泥底） 

魚類：ホトケドジョウ 

相沢川 ① 湿地環境（推進 5cm、泥底） 昆 虫 類：ナツアカネ（幼虫）、エサキコミズム

シ、シオカラトンボ（幼虫） 

底生動物：マルタニシ 

植 物：ヒメミズワラビ、ウスゲチョウジタ

デ、シャジクモ、イチョウウキゴケ 

② 湿性草地（草丈の低い草地） 昆虫類：ケラ、クロヒメヒョウタンゴミムシ、

アトモンコミズギワゴミムシ、クロケ

ブカゴミムシ 

植 物：ミズニラ、ヌマトラノオ、アマナ、ミ

ズタカモジ、セイタカハリイ、ハリイ 

③ 水路（水深 20～40cm、砂礫底） 魚 類：アブラハヤ 

④ 湿地環境（水深 10～20cm、泥底） 昆虫類：コマルケシゲンゴロウ、コガムシ 

⑤ 湿性草地（草丈の高い草地） 昆虫類：ショウリョウバッタモドキ 

⑥ 水路（水深 10～20cm、砂泥底） 昆虫類：ハグロトンボ（幼虫）、 

ヤマサナエ（幼虫） 

⑦ 樹林（落葉広葉樹） （他の環境区分との連続性により保全されるた

め、対象種は下記で記載します） 

⑧ 乾性草地 昆虫類：トノサマバッタ 

植 物：ヒロハノカワラサイコ 

⑤⑥⑦水路周辺の湿性草地、樹林のま

とまり 

昆虫類：ハグロトンボ（成虫）、 

ヤマサナエ（成虫） 

①～⑦湿地環境、水路、湿性草地等の

まとまり 

鳥 類：キセキレイ 

爬虫類：ヤマカガシ 

①②④⑤⑦湿地環境、湿性草地、樹林

のまとまり 

両生類：シュレーゲルアオガエル 

爬虫類：ヒバカリ、シマヘビ 

昆虫類：ナツアカネ（成虫）、 

シオカラトンボ（成虫） 
出典：「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価事後調査計画書（工事中その１）」（令和５年３月、横浜市） 

 


